


な
に
が
な
ん
で
も

「
胎
児
の
人
権
」

去
る
４
月
２５
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
三
日
間
、
国
際
生
命
尊
重
会

議
東
京
大
会
が
開
か
れ
た
。
主
催
は
国
際
生
命
尊
重
連
盟

（
Ｉ
Ｒ

Ｌ
Ｆ
）
。
　
　
　
　
・

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
の
メ
ン
バ
１
３
人
が
、
２７
日
の
会
議
に
参
加

で
き
た
。
と
は
い
え
、
葉
書
を
出
し
た
人
は
み
ん
な
入
場
で
き
た

ら
し
ぐ
ヽ
四
百
人
入
れ
る
会
場
は
、
埋
ま
り
き
っ
て
い
な
か
っ
た
。

国
際
生
命
尊
重
連
盟
会
長
の
ウ
ィ
ル
ス
キ
ー
博
士
の
開
会
挨
拶

の
後
、
タ
ィ
ル
ス
キ
ー
夫
妻
の
講
演
。
基
底
に
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
胎
児
は
受
精
し
た
瞬
間
か
ら
生
命
で
あ
り
、
生
命
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
人
間
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
以
上
は
法
的
に

権
利
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
。

講
演
の
要
点
は
以
下
の
通
り
。

Ｏ
胎
児
が
２‐
週
目
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

妊
娠
の
半
分
の
段
階
で
生
ま
れ
て
も
き
ち
ん
と
育
つ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
胎
児
の

「生
育
可
能
性
」
は
医
学
的
進
歩
に
よ
っ
て
判

明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
は
胎
児
は
ず
っ
と
生
き
て
い
る
の

だ
か
ら
、
妊
娠
中
絶
は
ど
の
段
階
で
あ
っ
て
も
殺
人
で
あ
る
。

②
生
命
の
は
じ
ま
り
は
、
試
験
管
ベ
ビ
ー
を
考
え
て
み
れ
ば
分
か

る
。
な
ぜ
な
ら
、
試
験
管
ベ
ビ
ー
バ
母
体
外
で
の
生
育
で
あ
り
、

受
精
し
た
瞬
間
か
ら
生
命
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
　
　
　
　
一

ま
た
、
多
く
の
科
学
者
が

「
人
間
の
生
命
の
終
わ
り
」
を
脳
波

の
停
止
時
と
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

「
人
間
の
生
命
の
始
ま
り
」

を
脳
波
の
動
き
出
し
た
時
と
し
な
い
の
か
。
胎
児
は
６
カ
月
で
脳

波
が
動
き
だ
し
て
い
る
の
だ
。

③
黒
人
夫
婦
の
間
に
で
き
た
受
精
卵
を
、
自
人
女
性
の
子
宮
に
う

つ
し
て
も
、
生
ま
れ
る
子
供
は
黒
人
で
あ
る
。
受
精
卵
は
自
人
女
一

性
か
ら
は
何
も
受
け

つ
が
な
い
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る

通
り
、
受
精
卵
は
両
親
と
は
別
の
遺
伝
子
を
持

つ
、　
一
個
の
人
間
一

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

④
人
間
の
生
命
に
対
す
る
も
の
さ
し
は
、
倫
理
観
や
哲
学
的
な
考

え
な
ど
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
違
う
。
誰
も
が
認
め
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
さ
し
は
、
科
学
的
証
明
が
可
能
な
、
生
物
学
的
な
も
の
。

⑤
黒
人
が
合
衆
国
に
お
い
て
奴
隷
だ
っ
た
と
き
、
奴
隷
制
度
に
反

対
す
る
人
々
は
、

「あ
な
た
が
奴
隷
制
度
に
反
対
な
ら
ば
、
あ
な

た
の
道
徳
的
、
宗
教
的
、
倫
理
的
信
念
に
基
づ
い
て
、
奴
隷
を
所

有
す
る
の
を
や
め
て
結
構
で
す
。
し
か
し
、
あ
な

‐
た
以
外
の
奴
隷

の
所
有．者
に
あ
な
た
の
道
義
を
押
し
付
け
る
の
は
ゃ
め
て
く
だ
さ

い
。
彼
に
は
奴
隷
を
所
有
す
る
権
利
が
あ
る
の
で
す
。
最
高
裁
が

認
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
奴
隷
制
度
は
合
法
だ
と
。
」
と
逆
襲



さ
れ
た
。
人
工
中
絶
に
反
対
す
る
人
々
も
、
同
じ
論
法
で
逆
襲
さ

れ
て
い
る
。

「
中
絶
に
反
対
な
の
で
す
か
？
　
あ
な
た
の
道
徳
、

宗
教
倫
理
に
反
す
る
と
い
う
の
で
す
か
？
　
何
も
あ
な
た
が
中
絶

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
か
と
い
っ
て
あ

な
た
の
道
徳
を
子
供
の
所
有
者
で
あ
る
母
親
に
押
し
付
け
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
中
絶
を
受
け
る
か
受
け
な
い
か
の
選
択
権
は
母
親
に

あ
る
の
で
す
か
ら
。
最
高
裁
判
所
も
言

っ
て
い
ま
す
、
中
絶
は
合

法
な
の
だ
と
」
と
。

胎
児
は
現
代
の
奴
隷
で
あ
る
。
奴
隷
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
よ
う

に
、
中
絶
も
合
法
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
な
い
。

③
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
中
絶
し
て
い
い
の
か
？
　
そ
れ

・を
選
択
す
る
こ
と
が
女
性
の
権
利
な
の
か
？

⑦
母
親
が
望
む
か
望
ま
な
い
か
は
、
そ
の
胎
児
が
生
ま
れ
る
か
生

ま
れ
な
い
か
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。
母
親
の
モ
ラ
ル
を
力

の
な
い
胎
児
に
押
し
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
家
族
の
中
で
最
も

力
の
な
い
胎
児
に
対
す
る
戦
争
が
中
絶
で
あ
る
。

③
妊
娠
し
た
女
性
は
、
胎
児
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
備
わ

っ
て
い

る
こ
と
を
知
れ
ば
、
中
絶
し
な
く
な
る
。
心
臓
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
中
絶
し
て
後

悔
す
る
の
だ
。
知
識
の
普
及
の
義
務
を
法
律
化
す
べ
き
。

③
日
本
の
出
生
率
の
低
下
は
、
若
い
労
働
力
の
不
足
に
つ
な
が
る
。

高
齢
化
社
会
を
支
え
ら
れ
な
い
。
力
の
弱
い
者
を
殺
す
中
絶
が
行

わ
れ
る
社
会
は
、
老
人
を
も
殺
す
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

出
生
率
の
低
下
と
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
は
西
欧
社
会
で
も
問
題

で
あ
る
。
や
が
て
国
の
宝
と
な
る
べ
き
胎
児
を
殺
し
て
は
い
け
な

こ
の
講
演
は
、
中
絶
後
の
胎
児
を
映
し
た
何
枚
も
の
ス
ラ
イ
ド

を
使

っ
て
な
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の

「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
」
が
大

好
き
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
、　
フ
」
れ
は
何
力
月

日
の
胎
児
」
と
説
明
し
な
が
ら
ス
ラ
ィ
．ド
が
映
さ
れ
た
。
そ
の
た

び
ご
と
に
会
場
か
ら
は
、
中
絶
し
た
女
性
を
非
難
す
る
た
め
息
が

も
れ
る
。
ス
ラ
イ
ド
で
映
さ
れ
た

「大
人
の
爪
の
上
に
の
れ
る
ほ

ど
の
大
き
さ
だ
け
れ
ど
、
し
っ
か
り
形
が
整
っ
た
足
」
は
、
な
ん

と
バ
ッ
チ
に
な
っ
て
い
て
、
受
付
脇
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

中
絶
を
選
択
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
女
の
痛
み
や
悲
し
み
の
Ｅ

ま
り
と
も
言
え
る
バ
ラ
バ
ラ
の
胎
児
の
ス
ラ
イ
ド
を
凝
視
し
、
圏

月
ｄ
側
日
川

っ―
で
怒
っ
た
り
悲
じ
ん
だ
り
し
て
い
る
人
々
は
、
な

ん
と
も
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
で
映
し
出
さ
れ
た
も
の

と
同
じ
写
真
が
入
っ
た
パ
ン
フ
が
、
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
、
ま

た

百

人

に

の

み

『
Ａ

Ｂ

Ｏ

Ｒ

Ｔ

Ｉ

Ｏ

Ｎ

」

と

い

う

本

も

無

量

で

配

ら
れ
た
。
こ
の
本
は
、
今
回
の
国
際
生
命
尊
重
会
議
東
京
大
会
の

開
催
に
合
わ
せ
て
、

『
わ
た
し
の
命
を
奪
わ
な
い
で
」
と
い
う
邦

題

（菊
田
昇

・
訳
）
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
キ
ー
夫
妻
の
講
演
後
は
、

「
胎
児
の
人
権
宣
言
」
の

採
択
、
菊
田
昇
医
師
の

「
世
界
生
命
賞
」
の
授
与
、
ビ
デ
オ

『胎

児
は
人
間
で
す
』
上
映
、
さ
ら
に
、

ハ
ー
プ
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
マ

ザ
ｌ

ｏ
テ
レ
サ
の
詩
が
朗
読
さ
れ
、
黙
祷
．
感
極
ま

っ
て
多
く
の

人
々
が
す
す
り
泣
い
て
い
た
。
文
部
省
の
好
き
そ
う
な
演
出
だ

っ

た
け
ど
、
ま
る
っ
き
リ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
集
会
。
目
を
開
け
て
キ

い
0

2



ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
た
■
■
私
た
ち
は
、
拍
手
も

一
度
も
し
な
か

っ
た
し
、
起
立
も
し
な
か

っ
た
の
で
、
周
囲
の
人
々
か
ら
ヒ
ン
シ

ュ
ク
を
か

っ
て
い
た
。

閉
会
の
際
、
壇
上
の
菊
田
医
師
に
少
女
が
花
東
を
渡
し
た
の
だ

が
、
こ
の
少
女
が

「
４
カ
月
で
中
絶
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
菊
田
医
師

の
力
に
よ

っ
て
誕
生
、
菊
田
医
師
が
取
り
上
げ
た
子
」
と
い
う
見

世
物
に
さ
れ
て
い
て
、
私
た
ち
は
開
い
た
日
が
ふ
さ
が
ら
な
か

っ

た
。当

日
は
、

「
胎
児
の
権
利
宣
言
」
の
他
に
、
特
別
決
議
と
し
て

「
中
絶
薬
Ｒ
Ｕ
４
８
６
の
販
売
停
止
」
も
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
祝
電
が
読
ま
れ
た
が
、
こ
れ
が
元
厚
相
大
臣
の
斎
藤
十

朗
か
ら
。
中
絶
可
能
時
期
短
縮
に
関
す
る
下
村
泰
の
国
会
質
問
に

対
し
て

「
検
討
す
る
」
と
答
え
、
本
当
に
検
討
し
て
く
れ
ち
ゃ
っ

た
男
だ
。

「
国
際
会
議
」
の
名
の
下
に

「
胎
児
の
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
の
は
、
国
連

へ
の
動
き
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
国
際

的
活
動
と
草
の
根
運
動
、
そ
し
て
政
治
と
の
つ
な
が
り
。
巧
妙
な

仕
掛
け
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

４
月
２７
日
当
日
夜
「
女
の
か
ら
だ
か
ら

，
８２
優
生

保
護
法
改
悪
阻
止
連
絡
会
が
集
会
を
開
い
た
。
そ
こ

で
、

「
胎
児
の
権
利
宣
言
」
に
対
抗
し
て
、
と
い
う

よ
り
、
こ
の
ま
ま
黙

っ
て
い
て
は
彼
ら
の
思
う
ツ
ボ

で
あ
る
と
い
う
危
機
感
と
怒
り
で
、

「
女
の
権
利
宣

言
」
を
作
成
し
よ
う
と
い
う
話
が
ま
と
ま

っ
た
。

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
国
際
生
命
尊
重
会
議
東
京
大
会
の
詳

し
い
内
容
と
資
料
の
コ
ピ
ー
を
欲
し
い
方
も
、
連
絡

く
だ
さ
い
。
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XRLF
卜11う〔

`li含

オ: 11 il二 整l「 1:lterllatio:ial lく iglll

tO Life Federati(,11」

`ま

、 米1叫 人l):和「、

ジョン・ ウ ィルキー氏を中′じヽに fill設 され

た、世界的縦[織。本部はローザンヌ。 事

務局はローマにある。 19841111立 。

lRLFと は 1

rli命 尊重の、非宗派、非J文府機 1闘 (■ o■

govenlment Orgallizatioll以 ドNGO)の

ri大陸 と40ヵ L■4に及ぶlll際組[織である。

WHAT WE ARE
The lr、 tcrilalional Ri9ht To Life Federalion(lRL「 )ls(1

rederatiOn of right to life or prO life groups, both
ilational and regional,IIl up lo forty countries on a‖

five continents  iRLF is a no1l reiigious, oon
de:lominational orga1lizatiol〕

OBJECTiVE
lts oblectiVe is to achieve recognition for the lunda―

mental「 ight to lire oF a‖ human beings from con―
ception/ferlllization lo nr31ural death

UN「ED NAT10NS RECOGN:T:ON
!RLF is the onty right-lo :ife organization recog―
nized by the United Nations as a Non Governmen―
ta1 0rganization(N G_ 0)with Observer Status
丁「lis enables itto monitor developments relevant to
pro life issues at U N and ouner international
rlecti:19s

METHODS
Educalion   at iocal. :、 ational. and international
leve:s:

Caring ― for a‖  huinan bei:19s regard:ess of age.
race,sex,or levol of physical or mentai capacily:
Legai efforis― to ensure thatthe wider commur)ity
takes its responsiblities towards the weakest mem―
bers or society Seriously:

Political invoivelnent-lo ensure the passage of
prO― lile legisi(11,oll cnnd llle deleat or repcal of pro―

abortion,inialnticide and euthanasia laws and pro_
posals

Conferences and sem:nars
lRLF works in cooperat,on with nationai pro― :ife

organizations in hosting cOnfcrences and seini:nals

These evellts rore a,1 0pportunlly lo asslst a:ld
updatc natlonai groups on current threat, lo the
right lo life and on means to counteract them_
The Federation has hosted conferences and semi―
nars to date in Canada.Cyprus,Hong Kong,lndia.
ltaly, Kenya, Norway, the Philippines, Singaporo,
Spain,Tha‖ and,U S A,and Yu9oslavia
Campaigns
RU 486::RLF is coordinaling international protesis

against ihe marketin9 0f the abortlon drug code
narTled RU 486 and aiso against other abortifacient
drugs and devices、
UN Collvention on the Righis of the Child::RLF
was in the forefrOnt:n attempting to ensure thatthis
rllternational trcaty recognised and protectetJ a‖
cllildren,before as we‖ as after birth.

Eastern Europe:lRLF is helping to estabiish an(1
train pro iile movernents in the recently liberated
countries or Eastern Eu「ope to reassert respeci for

huinan iife From collcepllon in these nations We
are currently in the process of transiating an(1
pri:lting the best prO !ifO literature into their ian―

9uages

つKY0 199t

目的 ‖

受柿か′)「 :然死までの、すべての人間の、′|:命の基本

「iJIれ利の承認の達成。

国連の承認 ‖

1可 i上 の NGO創 L繊 として承認され、オブザーバー資格

がり‐え′)れた、ただ一つの′
li命 尊重の剰[識。

方針 ‖

教育 1国 内、地域、国際の各レベルで。

範 1叫 111令、人種、性別、精神的・肉f本的能力をこえ

て、すべての人の生命の尊重。

11法連j力 1社会が最JJ桁 に対する責f〔 を果たせるよう

な寺:法 を促す。

人 :i中 絶、嬰児殺し、安楽死を許す立法の廃絶運動。

活動 ‖
′
li命 尊11の グループの1可 内 。

1可際会議・ セ ミナーの企

りltlll進 。

こオこによってrl_命 の尊厳が、frfか されている1可 のグル

ープを援 J力 。

(こ れまでに、カナダ、キプロス、ホンコン、インド、

イタリア、ケニア、ノルウェー、フ ィリッピン、シン

ガポール.ス ペイン、アメリカ、ユープ)

キャンペーン ‖

中絶の業 (特にRU486)や、その f也の道共の製造反対の

ためのIJ際 協力の推進。

子 どもの権利宣言に対 し 1

′
|三 l商・生後を問わず、子 どもの生命の尊厳の承認と|力t

確がこの 1l jlに 盛 り込まれるよう求める。

出版物・ ビデオ 1

ニュースレター (1141111)、 生命尊重に関するビデオ、

その他著JF。

嗜



ち9 影酸た,顕タセ
^・

前 文

第一条

第 二 条

第二条

第四条

第五条

第六条

結 び

月台 児 の A権 官 言

人間はひ と りび とりが、受精の瞬間 か ら自然死 にいたる まで、生来の尊厳 と固

有の価値 を有 す るので、今 日我 々は公 けに以下 9六ケ条 の宣言 に同意 す る .

我 々は、胎児 ひ とりび とりが、受精以後の発育の すべての 段階 において、人間

であ る とい う科学的事実 を確認 する .

我 々は、本宣 言に定め られてい る権利 を、人種、胎 児齢 、性別、国籍 、宗教 、

社会 一経済的出 自 (生 まれ )、 障害 の有無 、その他 のいか なる理由によって も

差男1す ることな く、尊重する。

我々は、胎児が、 1948年の国連の人権宣言に述べられている胎児以外のす

べての人間の基本的権利と同様の権利を有することを確認する。我々は,こ の

権利が立法によって認められることを要求する.

我 々は、胎 児ひ とりびとりが良好 な胎 内環境 で発育 する権利を有することを認

め る .´ この環境 には出産 までの母親 の適切 な保護 と両親 への支援を求め る権利

が含 まれ なければな らない。

胎児が、受精の時から、科学的、医学的、または医学外的実験や利用に供され

ない権利を有することを確認する.た だし、この実験や利用が胎児に直接役立

つ場合を除 く。

我 々は、胎児の発育 とそれに関す る諸問題 につ いての科学 的事実の教育の推進

に努め る.ま た我 々は、女性 が子供 を産み育て るの を難 か しくしている社会的

、経済的な らびに法律的諸条件の改 善に努め る。

以上にかんがみ、我 々はすべての国際団体 、政府 、組織 、ならびにすべての善

意の人 々が、 ここに含 まれ る各箇条 を公認 し、実行 す るように強 く奨め る .

1991年 4月 27日 東京

て
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つ
、
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際
生
命
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連
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十
七

日
、
東
京

・
会
社
協
ホ
ー
ル
で
開

く
国
」
寧
苓
尊
重
会
議
墓
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大
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で
、
宮
城
県
石
巻
市
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産
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駐

ら
が
参
加
し
て
お
り
、

「選
択
権
　
　
だ
が
欧
米
で
は
、
こ
の
、

「多

派
」
と
の
間
で
論
争
を
続
け
て
い
　
数
の
無
理
解
の
中
で

『弱
い
立
場

る
が
、
国
連
の
非
政
府
機
関
と
し
　
の
生
命
』
を
体
を
張
っ
て
救
い
、

て
は
、
同
連
盟
だ
け
が
登
録
さ
れ
　
罪
を
か
ぶ
っ
ぞ
頑
張
っ
た
姿
勢
が

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
く
評
価
さ
れ
た
」
と
、
今
回
の

菊
田
さ
ん
は
、
中
絶
を
希
望
す
　
東
京
大
会
の
世
話
人
の
佐
伯
晴
朗

る
女
性
が
産
ん
だ
子
供
を
実
子
と
　
ｏ
宮
城
学
院
女
子
大
教
授
や
、
米

し
て
子
供
を
ほ
し
が
る
他
人
に
あ
　
倉
明
・
東
大
教
授
は
解
説
す
る
。

た
。
昨
年
の
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
に
　
っ
せ
ん
し
、
偽
り
の
出
生
証
明
書

　

「子
供
は
神
０
授
け
も
の
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で
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続
い
て
二
人
目
の
受
賞
。
多
く
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作
成
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略
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起
訴
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親
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の
血
縁
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。
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選
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す
る
と
主
張
す
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れ
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れ
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ま
し
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．
で
も
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私
は
こ
の
記
事
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し
て
、
も
う
ひ
と

っ
違

っ
た
見
方

を
し
ま
し
た
。

「
生
活
の
部
分
は
切
り
捨
て
、
見
果
て
ぬ
夢
を
見
て

い
る
の
だ
と
思
う
」
と
い
　
・
う
と
こ
ろ
で
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ひ
ょ
こ
さ
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を
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同
性
愛
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あ
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と
い
う
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は
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す
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っ
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わ
る
こ
と
を
ま

っ
た
く
し
な

い
」

と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
た
の
で
す
．
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り き ん

｀
ろ

｀
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°
一 ・ に 初 出 子 ば な

い な な こ と ど て し
｀
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て い か と し も い よ や よ だ 働 く つ ん 迎 を い ん  暮 家 り て Vも 家 に
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°
つ り と 力 な て と え つ の の  ら 庭 つ そ に ⌒ 庭 も

¬ ヨ は 買 も い の 子 ば 高 就 商 い い は と け 減 面  し Lつ の こ 次 Lな
日 | ｀い ｀

う は ど り い 職 品 か る 合 か る 私 倒  と と
｀
あ ぎ 代 と い

本 キ や 叩 ¬商
'も
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れ
な
い
原
因
に
き
ち
ん
と
向
き
合
わ
ず
に
、
自
分
を
道

徳
的
に
正
当
化
し
て
、

「
一
般

の
人

々
」
に
そ
の
こ
と

を
訴
え
る
と
い
う
の
は
、
や
め
て
は
し
い
と
思
い
ま
す

が
．結

局
、
何
が
言

い
た
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
世
の
中

で
女
が

「
主
婦
」
の
コ
ー
ド
の
な
か
で
し
か
生
き
ら
れ

な
い
と
、
四
〇
代
の
主
婦
が
思

っ
て
し
ま
う
程
度

の
差

別
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

っ
て
い
う
こ
と
を
押
さ
え
と
か

な
い
と
、
主
婦
も
か
わ
い
そ
う
か
な
、
と
、
ひ
よ
こ
さ

ん
の
文
章
を
読
ん
で
思

っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

ハ
イ
．

こ
こ
ま
で
で
、

「
も
う
ひ
と

つ
の
見
方
」
と
い
う
の

は
お
し
ま
い
。

本
当
は
、
女
性
と
同
性
愛
者
に
対
す
る
差
別
を
、
そ

れ
ぞ
れ
解
読
す
る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
た
か

つ
た
ん
だ
け

ど
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
き
る
問
題
じ
や
な

い
と
い
う
こ
と

が
わ
か

つ
た
と
こ
ろ
で
と
ま

っ
て
し
ま
つ
た
。

女
性
差
別
は
お
も
に
ジ

エ
ン
ダ
ー
に
か
か
わ
る
差
別

の
問
題
で
あ
り
、
同
性
愛
差
別
は
お
も
に
セ
シ
ュ
ア
リ

テ
イ
に
か
か
わ
る
差
別
と
し
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
だ
か
ら
、

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
ん
て
笑

っ
ち
や

う
ぜ

つ
、
ジ

エ
ン
ダ
ー
の
あ
り
方
は
こ
の
ま
ん
ま
の
ほ

う
が
楽
だ

っ
」
、
な
ん
て
い
う
同
性
愛
者
も
い
る
し
、

「
ゲ
イ
は
気
持
ち
悪
い
」
と
お
も
っ
て
い
る
頑
張
る
女

も

い

る
。

フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム
が
同
性
愛

の
問
題
を
共
通
課
題
と
し

て
提
起
す
る
と
き

っ
て
、
や

っ
ば
リ
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
間

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
か
ら
、
男
同
士

の
っ
て
と

こ
ま
で
共
通
課
題
に
な
り
う
る
か
と
い
う
と
む
ず
か
し

い
。

「
ジ

エ
ン
ダ
ー
を
差
別
さ
れ
な
い
人
間
が
、
ジ

ェ

・ン
ダ
ー
差
別
を
ど
こ
ま
で
わ
か
る
っ
て
い
う
の
？
」
と

い
う
猜
疑
感
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
ほ
う
に
は
あ
る
だ

ろ
う
し
、
逆
も
ま
た
真
な
り
で
し
ょ
う
。

セ
ク
シ

ユ
ア
リ
テ
ィ
革
命

‥
‥

ゲ
イ
や
レ
ズ
ビ
ア
ン

だ
け
で
な
く
Ｓ
Ｍ́
と
か
も
ろ
も
ろ

‥
ι
を
考
え
な
い
ジ

エ
ン
ダ
ー
革
命
派
や
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
革
命
を
や
ら
な

い

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
革
命
派
が
た
く
さ
ん
い
た

っ
て
、

性
の
コ
ー
ド
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
こ
と
な
ん
て
で
き
な

い
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
こ
と
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
イ
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー

が
、
本
当
は
全
然
関
係
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
こ
と
の

証
明
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

小
倉
千
加
子
さ
ん
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
が
決
ま
ら
な
い

と
、
誰
を
好
き
に
な
る
か
と
い
う
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
イ

も
決
ま
ら
な

い
と
い
う
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ

ュ
ア

リ
テ
イ
の
結
び

つ
き
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
い
た
け
れ

ど
、
そ
れ
は

「
強
制
異
性
愛
」
の
制
度
が

つ
よ
く
働

い

て
い
る
状
況
の
み
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の

場
合
、
全
然
関
係
な
い
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
だ

と
思
う
の
で
す
。

「
強
制
異
性
愛
」
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

ア



テ
．・
を
む
り
や
り
く

つ
つ
け
る
、

一
番
強
力
な
接
着
剤

だ
か
ら
、

「
強
制
異
性
愛

」
を
崩
す
に
は
、
こ
れ
を
切

り
離
し
て
し
ま
う
こ
と
が

一
番
の
戦
略
だ
と
思
う
の
で

す
。だ

か
ら
、
性
の
解
放
と
い
う
と
き
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の

問
題

の
延
長
と
し
て
、
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
イ
を
問
題
に

す
る
運
動

の
や
り
方
は
じ
ち
や
い
け
な

い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
よ
。
延
長
で
は
な
く
て
、
全
然
別
な

も
の
と
し
て
考
え
な
く
ち
や
な
ら
な

い
の
だ
と
思
う
の

で
す
。
運
動
の
課
題
と
し
て
、
セ
ク
シ

ユ
ア
リ
テ
ィ
と

ジ

エ
ン
ダ
ー
を
結
び

つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、

ま
た
、
窮
属
な
制
度
を
新
し
く

つ
く

っ
て
し
ま
う
だ
け

だ
と
思
う
の
で
す
。
た
と
え
ば
、　
一
フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム
の

究
電
の
選
択
と
し
て
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
な

っ
た
」
と
か
、

ジ

エ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
よ
っ
て
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
イ
を

規
定
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
抑
圧
だ
と
思
う
の
で
す
。

じ
や
あ
、
切
り
離
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
と
い

う
と
、
も
う
こ
れ
は
、
全
然
関
係
な
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
ぐ
し
や
ぐ
し

や
に
な
る
し
か
な
い
。

な
―
ん
て
、
か
よ
う
な
こ
と
を
、
最
近

つ
ら
つ
ら
考

え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
ま
だ
あ
ん
ま
り
よ
く
わ
か

っ
て

な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
ご
指
摘
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

で
す
。

♭

ギ

あ

も

い
ぐ

ふ

/θ



出
会

い
直
し
て
い
く
た
め
に

↑
）

フ

ェ

ヽ
ミ

ニ

ズ

ム

猟

敦

翻

友
人
と
こ
の
間
、
電
話
を
し
て
い
て
、
今
の
私
の
状
況
は
、

「
出
し
そ
び
れ

た
礼
状
み
た
い
だ
ね
。
」
と
い
わ
れ
て
思
わ
ず
、
爆
笑
し
て
し
ま

っ
た
。

つ
ま

り
、
長
引
け
ば
長
引
く
程
、
そ
れ
な
り
の
体
裁
を
整
え
て
だ
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
。

気
が
付
く
と
、
か
ら
だ
の
不
調
も
あ

っ
て
、
二
か
月
以
上
、
も
の
を
考
え
た

り
、
書
い
た
り
と
い
う
こ
と
を
放
棄
し
て
い
た
関
係
で
、
ま
す
ま
す
、
じ
ぶ
ん

の
首
を
し
め
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。
お
や
す
み
し
て
い
た
ぶ
ん

だ
け
、
い
ろ
い
ろ
か
ん
が
え
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
？
と
い
う
、
皮
肉
？
に
メ
ゲ

ず
、
今
回
も
い
い
た
い
こ
と
を
書
く
ぞ
！
と

一
応
は
、
抱
負
を
の
べ
て
本
題
に

入
ろ
う
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
２
度
に
わ
た
り
、
硯
在
の

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
な
る
も
の

に
た
い
す
る
私
自
身
の
違
和
感
を
形
に
し
て
き
た
。
現
在
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が

（
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）

「
リ
ブ
」
を
思
想
的
に
継
承
し
、
発
展

し
た
も
の
、
と
わ
た
し
は
と
ら
え
て
い
な
い
。

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
は
、

「
リ

ブ
」
の
提
起
を
、
継
承
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
離
別
す
る
た
め
に

「
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
を
名
乗

っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
度
も
言
う
よ
う
に

わ
た
し
は
、
７
０
年

「
リ
ブ
」
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
つ
も
り
は
決
し
て
な
い

け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
う
み
だ
さ
れ
た
志
向
、
思
想
を
私
は
、
忘
れ
去
り
た
く
な

い
。
今
回
は
、
私
が
と
ら
え
た

｛，リ
プ
」
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
整
理
し
て
み

た
い
。
そ
け
ま
え
に
、
私
に
と

っ
て
の

「
リ
ブ
」
を
語
る
必
要
が
あ
る
。

私
は

「
リ
ブ
」
の
言
葉
で
救
わ
れ
た

一
人
だ
。
小
学
５
年
生
ぐ
ら
い
だ

っ
た

，た

丁

か

■

天

い

つ

　

　

Ａ
げ

キ

ｃ

こ

か
、
い
わ
ゆ
な
■
思
春
期
」
以
降
、
私
は
自
分
が
女
で
あ
る
こ
と
が
疎
ま
し
く
、

情
け
な
く
、
悲
ｔ
か
っ
た
。
間
近
か
に
典
型
的
な

「
妻
」
役
割
を
演
じ
つ
づ
け

て
き
た
母
親
を
見
て
育

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
。
し
か
し
、

決
定
的
な
そ
れ
は
、
女
が
性
的
に
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
知
り

始
め
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
一

身
体
的
な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
非
常
に
過
敏
だ

っ
た
た
め
に
、

「
み
っ
と
も

な
い
』

『
ブ
ヵ
」
な
私
を
、
女
の
中
で
の

「
劣
等
生
」
と
自
分
で
位
置
付
け
な

が
ら
、
そ
の
ぐ
せ
、
そ
う
い
う
見
方
を
す
る
私
を
私
は
だ
れ
よ
り
も
嫌

っ
て
い

た
。
か
く
し
て
、

「
美
し
い
、
男
受
け
す
る
」
女
性
を
憎
悪
し
、
同
時
に
女
性

と
い
う
存
在
そ
の
も
つ
を
を
侮
機
す
る

一
方
で
、
反
輛
い
性
懲
り
も
な
く
、

「
私
を
認
め
て
く
れ
る

「
王
子
さ
ま
」
」
を
求
め
て
紡
復
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン

を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
し
て
う
ろ
う
ろ
し
て
き
た
。

ま

っ
た
く
、
こ
う
書
く
と
ほ
ん
と
に

「
な
に
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
」
の

一
言
な

の
だ
け
れ
ど
、
当
時
は
本
当
に
苦
し
か

っ
た
の
だ
。
自
分
に
関
す
る
も
の
す
べ

て
か
ら
目
を
逸
ら
し
な
が
ら
、
日
々
を
や
り
過
ご
す
こ
と
は
本
当
に
つ
ら
か

っ

た
。

（
た
と
え
ば
鏡
を
見
る
こ
と
、

「
私
」
と
い
う
こ
と
ば
を

つ
か
う
こ
と
に

は
じ
ま

っ
て
、
と
に
か
く

「
私
」
を
意
識
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
）

そ
ん
な
時
、
私
は
吉
本
屋
で
田
中
美
津
の

「
い
の
ち
の
女
た
ち

へ

。―
と
り
乱
し

ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
論
」
を
読
ん
だ
。
読
み
な
が
ら
、
泣
い
た
。
結
局
、
■
は

「
男
に
と
っ
て
の
」
と
い
う
立
場
か
ら
し
か
自
分
を
肯
定
す
る
す
べ
を
も
た
な

く
て
、
苦
し
ん
で
き
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
体
験
は
、
な
に
も
私

ひ
と
り
の
も
の
で
は
な
く
て
、

「
男
に
存
在
証
明
す
る
女
」

「
反
目
し
あ
う
女

//



た
ち
」
と
い
う
構
図
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
女
の
歴
史
そ
の
も
の
な
の
だ
と
い
う

こ
と
を
知

っ
た
。
田
中
美
津
は
言

っ
て
い
た
。
ぶ
ざ
ま
で
い
い
じ
ゃ
な
い
、

公
，
こ
こ
に
い
る
女
＝
私
）
か
ら
し
か
私
た
ち
は
は
じ
め
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
と
。

私
は
私
の
た
め
に
生
き
て
こ
な
か

っ
た
け
ど
、
そ
う
し
て
い
い
ん
だ
と
、
そ
の

と
き
始
め
て
思

っ
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
思

っ
た
の
が
２３
の
と
き

だ
か
ら
、

１０
年
以
上
、

「
ズ
ル
ズ
ル
」
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

拒
食
症
や
過
食
症
が
話
題
に
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
話
を
聞
く
と

本
当
に
私
た
ち
は
な
に
を
や

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

「
自
分
が
大
嫌
い
ト

と
い
う
、
言
葉
に
出
会

っ
た
り
す
る
と
な
お
さ
ら
だ
。
過
食
症
や
拒
食
症
は

「
関
係
性
」
の
病
だ
。
で
も
、
私
は
彼
女
た
ち
や
彼
た
ち
に
送
る
熱
い
言
葉
を

持
て
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
リ
プ
が
私
に
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
。

リ
プ
が
何
度
も
何
度
も
訴
え
た
の
は
、
関
係
性
の
中
の

「
権
力
」
の
問
題
だ

っ
た
。
男
と
女
、
女
と
女
、
女
と
子
供
、
女
と
社
会
、
男
と
社
会

・
・
ｏ
。
日

常
の
、
私
的
な
行
為
、
私
的
な
関
係
の
な
か
に
さ
え
、

「
権
力
作
用
」

（江
原
）

が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
リ
プ
の
リ
ブ
た
る
ゆ
え
ん
は
、

ま
さ
に
　
私
＝
女
　
を
関
係
性
の
権
力
の
狙
上
に
の
せ
て
徹
底
的
に
自
分
を
見

詰
め
直
す
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。

「
厚
化
粧
も
媚
、
素
顔
も
媚
」
と
喝
破
す
る
な

か
で
、

「
抑
圧
者
は
被
抑
圧
者
で
も
あ
る
」
と
い
う
、
差
別
の
構
造
性
を
見
通

し
て
い
く
あ
た
り
は
、
い
ま
で
も
十
分
通
用
す
る
透
徹
し
た
視
点
だ
。

非
常
に
長
く
な
る
が
、
次
に

一
枚
の
ビ
ラ
を
全
文
引
用
す
る
。

母
と
慰
安
婦
と
の
出
会
い

―
女
に
と

っ
て
入
管
体
制
と
は
何
か

」いｕ罐呻悧一燎帥い″降い局嘲いいけい罐量』［】「』』はなな

い
る
。ヽ

イ、
１
こ
で
我

々
は
へ
音
去
っ
国
会
上
程
を
目
前
に
、
再
度
　
入
管
体

制
と
は
何
か
〉
と
い
う
基
本
の
問
い
に
、
女
と
し
て
の
自
ら
の
性
と
生
殖
を
真

向
か
わ
せ
る
形
で
考
え
て
ゆ
き
た
い
、
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

〈
入
管
体
制
〉
と
い
う
言
葉
が
言
葉
の
ま
ま
風
化
し
て
い
る
。
入
管
闘
争
の

闘
う
視
点
そ
の
も
の
を
再
度
、
根
底
的
に
自
ら
に
問
い
直
す
た
め
に
も
！
今
、

今
だ
か
ら
こ
そ
！

ハ
我
々
の
母
は
最
も
恥
知
ら
ず
な
抑
圧
者
だ

っ
た
〉

我
々
は
、
１
０
ｏ
２
１
お
ん
な
解
放
集
会
・
デ
モ
に
お
い
て
〈
貞
女
と
慰
安

婦
は
侵
略
を
支
え
る
〉
と
い
う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
提
げ
た
。
人
妻
で
あ
っ
て
も
、

バ
ー
ジ
ン
ら
し
さ
を
粧
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
貞
女
と
し
て
の
〈
軍
国
の

妻
、
靖
国
の
母
〉
は
、
又
粧
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
を

〈
女
の
武
器
Ｖ
と
し

て
、
支
配
の
よ
り
頂
点
に
位
置
す
る
排
他
独
占
的
私
有
を
行
い
、
男
を
通
じ
自

ら
の
上
昇
志
向
を
満
た
し
た
も
の
と
し
て
あ

っ
た
。

国
の
た
め
、
家
の
た
め
の
大
義
名
分
の
も
と
に
、
や
さ
し
さ
と
や
さ
し
さ
の

肉
体
的
表
現
と
し
て
の
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
合
せ
持

つ
〈
女
〉
と
し
て
の
自
ら
を
裏
切

っ

て
、
貞
女
は

へ
日
本

の
母
〉
と
し
て
銃
後
の
支
え
を
な
し
て
き
た
の
だ

っ
た
。

そ
し
て
前
線
で
は
、
従
軍
慰
安
婦
が
貞
女
の
夫
の
排
泄
行
為
の
相
手
＝
便
所
を

勤
め

，
性
管
理
を
通
ｔ
て
男
を
軍
隊
の
秩
序
に
従
順
な
、
人
殺
し
に
有
能
な
天

皇
陛
下
の
赤
子
と
し
て
育
て
て
い
っ
た
の
だ

っ
た
。

や
さ
し
き
と
や
さ
し
さ
の
肉
体
的
表
現
と
し
て
の
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
自
ら
の
も
の
と

し
て
生
き
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
貞
女
と
従
軍
慰
安
婦
は
私
有
財
産
制
下
に

於
け
る
性
否
定
社
会
の
両
極
端
に
位
置
す
る
女
で
あ
り
、
対
に
た

っ
て
侵
略
を

支
え
て
き
た
と
言
え
る
が
、
し
か
し
両
者
を
同

一
線
上
で
語
る
こ
と
は
我
々
に

は
で
き
な
い
。
支
配
民
族
と
し
て
の
日
本
の
女
は
そ
の
資
格
を
持

っ
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
皇
軍
慰
安
婦
の
大
部
分
は
、
狩
り
立
て
ら
れ
て
き
た
朝
鮮
の
人
妻

や
娘
た
ち
だ
っ
た
の
だ
か
ら
ｌ

我
々
の
プ
ラ
カ
ト
ド
の
誤
り
は
こ
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
貞
女
は
、
貞
女
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
銃
後
を
支
え
、
朝
鮮
の
女
を
自
分
の

工 ■雲I駆事〕りじじζ壼麗だ質T'
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…

男
の
精
波
で
汚
す
こ
と
に
加
担
し
た
の
だ
〉
と
。

〈
最
も
小
さ
く
堅
固
な
入
管
体
制
＝
家
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

女
ら
し
さ
＝
バ
ー
ジ
ン
ら
し
さ
に
よ
っ
て
女
の
商
品
価
値
を
決
め
る
私
有
財

産
制
下
に
お
け
る
、
性
否
定
社
会
は
、
女
自
身
に
よ
る
女
の
反
動
化
を
必
然
化

す
る
。
性
否
定
社
会
の
基
石
と
し
て
の
〈
家
〉
を
舞
台
に
、
女
は
〈
母
〉
と
し

て
の
役
割
の
中
に
、
女
の
性
と
生
殖
を
封
じ
込
め
ら
れ
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
許

す
こ
と
に
よ
っ
て
〈
女
の
出
世
〉
を
果
た
し
、
朝
鮮
の
女
の
〈
便
所
化
〉
を
正

当
化
し
て
い
っ
た
の
だ
。
侵
略
体
制
の
根
底
を
支
え
る
〈
日
本
の
母
〉
は
、
又

へ
民
族
排
外
主
義
の
母
〉
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

女
に
と
っ
て
、
入
管
体
制
と
は
、
女
に
パ
ー
ジ
シ
ら
ｔ
さ
を
強
要
す
る
性
否

定
の
社
会
体
制
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
テ
な
ら
ば
、
性
否
定
社
会
の
基
石

と
し
て
の
〈
家
〉
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
最
も
小
さ
な
、
根
底
的
な
差
別
構
造

と
し
て
、
支
配
体
制
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
の
だ
。
〈
内
に
権
威
主
義
、
外

に
排
外
主
義
〉
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
〈
家
〉
を
通
じ
て
、
今
も
昔
も
熟

成
さ
れ
る
。

〈女
の
帝
国
主
義
〉

今
、
中
絶
禁
止
法
を
、
女
の
性
と
生
殖
を

つ
う
じ
て
〈
銃
後
＝
家
〉
と
、
家

を
支
え
・

〈
性
道
徳

〉
の
帝
国
主
義
的
再
編
を
謀
る
も
の
と
し
て
上
程
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
再
び
へ
母
〉
と
し
て
の
役
割
の
中
に
、
女
の
性
と
生
殖
が
封

じ
込
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
戦
前
、
戦
後

一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
性
否
定

の
社
会
構
造
こ
そ
が
、
女
の
侵
略
反
革
命
化
を
可
能
に
す
る
の
だ
。
同
時
に
、

日
帝
が
経
済
侵
略
を
進
行
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
、
台
湾
、
韓
国
に
お
い
て
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
た
ち
が
、
そ
の
肉
欲
処
理
の
た
め
、
彼
の
地
の
女
を

卑
じ
め
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
が
、
ア
ジ
ア
と
の
連
帯
を
叫
ぶ
我
々
の
死
角
の

中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
７
２
年
の
法
改
正
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
、
売

春
を
公
然
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
保
守
反
動
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て

い
る
の
だ

（売
春
防
止
法
の

一
部
改
悪
）
。
女
は
今
、
再
び
母
と
便
所
に
再
編

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ま
た
も
や
他
民
族
の
女
を
便
所
化
す
る
方

向
を
も

っ
て
！
　
い
ま
ま
で
、
入
管
闘
争
は
、
主
要
に
は
、
抑
圧
民
族
と
し
て

の
日
本
人
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
日
朝
鮮
人
、

中
国
人
、
ア
ジ
ア
人
を
中
心
に
、
強
制
送
還
阻
止
闘
争
と
し
て
、
あ
る
い
は
、　

‘

守
れ
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
問
い
の
射
程
の
中
に
、

現
在
進
行
し
て
い
る
排
外
主
義
体
制
の
帝
国
主
義
的
再
編
と
い
う
事
態
が
ど
れ

程
の
血
肉
の
痛
み
を
も

っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、

我
々
闘
う
女
は
、
戦
前
か
ら
今
ま
で
、　
一
貫
し
て
日
本
の
男
達
が
汚
し
続
け
て

い
る
ア
ジ
ア
の
女
達
と
、
真
向
う
こ
と
な
く
し
て
入
管
闘
争
を
政
治
課
題
化
し

た
り
、
国
際
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
主
義
を
戦
略
の
問
題
と
し
て
日
に
し
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。
内
な
る
入
管
体
制
と
し
て
あ
る
自
ら
の
性
否
定
の
意

識
構
造
を
問
い
詰
め
る
こ
と
な
く
し
て
、
ア
ジ
ア
人
と
の
出
会
い
は
な
い
。

〈
女
は
侵
略
に
役
立

つ
子
供
を
産
ま
な
い
！
育
て
な
い
！
〉

我
々
は
、
女
が
へ
女

〉
と
し
て
生
き
て
い
な
い
性
否
定
社
会
体
制
に
た
い
し

て
中
絶
禁
止
法
へ
の
関
い
を
展
開
す
る
中
で
、
女
と
し
て
そ
の
自
然
な
生
理
機

能
を
自
ら
否
定
す
る
地
点
か
ら
、
こ
れ
以
上
二
歩
も
退
く
こ
と
の
で
き
な
い
き

わ
に
自
ら
を
立
た
せ
つ
つ
、
最
も
抑
圧
さ
れ
て
き
た
と
共
に
最
も
深
く
体
制
加

担
し
て
き
た
者
の
歴
史
の
す
べ
て
を
か
け
て
、
入
管
法
上
程
阻
上
を
、
入
管
体

制
解
体
を
聞
い
抜
い
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

〈
女
が
〈
女
〉
と
し
て
解
放
さ
れ
る
た
め
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

女
性
解
放
闘
争
と
は

〈
女
が
あ
つ
ま
っ
て
〉
や
る
運
動
の
こ
と
で
は
な
い
。

自
ら
の
解
放
を
求
め
闘
っ
て
い
く
以
上
、
ど
の
よ
う
な
闘
い
の
場
に
あ
っ
て
も
、

女
に
と
っ
て
そ
の
問
い
は
、
女
性
解
放
闘
争
で
あ
る
は
ず
だ
。
闘
い
を
コ
ト
パ

だ
け
の
よ
そ
よ
そ
し
い
も
の
に
し
な
い
た
め
に
、
〈
女
と
し
て
〉
自
ら
の
性
と

―
―
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リ
生
殖
を
通
じ
て
、
再
度
入
管
闘
争
を
、
入
管
体
制
を
と
ら
え
直
す
こ
と
を
、
非

合
法
下
に
む
け
た
階
級
形
成
の
課
題
と
し
て
、
我
々
の
姉
と
妹
た
ち
に
提
起
し

た
い
。

そ
し
て
、
男
た
ち
に
対
し
て
は
、
な
ぜ
Ｎ

ｅ
ｗ
Ｌ

ｅ
ｆ
ｔ
の
中
か
ら
、
人
間

解
放
を
求
め
る
闘
い
の
中
か
ら
女
が
女
の
解
放
を
叫
ば
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の

か
を
主
体
的
に
考
え
深
め
る
こ
と
を
要
請
し
た
い
。

男
よ
、
共
に
権
力
闘
争
を
聞
い
抜
こ
う
　
ヤ
ル
ズ
ラ
！

中
絶
禁
止
法
粉
砕
！

中
絶
禁
止
体
制

（性
否
定
の
社
会
体
制
）
解
体
！

入
管
法
上
程
阻
止
！

入
管
体
制
解
体
！

ぐ
る
う
ぷ
闘
う
お
ん
な

１
９
７
１
年

「
出
入
国
管
理
法
案
」
の
国
会
上
程
前
に
書
か
れ
た
文
章
だ
Ъ

肩
肘
張

っ
た
感
じ
、
コ
ト
パ
の
ギ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
し
さ
。
ア
ジ
ロ
調
に
ヘ
キ
エ
キ

さ
れ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
し
、
論
理
的
に
も
か
な
り
大
胆
な
飛
躍
が
あ

っ
た
り

し
て

「
わ
か
ら
な
い
・
・
！
」
と
ビ

ッ
ク
リ
マ
ー
ク
を
頭
の
中
に
い
っ
ぱ
い
つ

け
て
い
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ひ
と
つ
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
、
１
９

７
０
年
、
華
青
闘

（華
僑
青
年
間
争
委
員
会
）
が
６
９
年
入
管
闘
争
に
加
わ

っ

た
新
左
翼
運
動
の
諸
党
派
に
た
い
し
て
投
げ
か
け
た

「
７

●
７
集
会
に
お
け
る

訣
別
宣
言
」
を
ふ
ま
え
て
こ
の
文
章
は
書
か
れ
て
い
る
。

（
「
ｏ
二
」
の
よ
う

に
勝
手
気
ま
ま
に
連
帯
を
い
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
信
用
で
き
な
い
。

・
・
・

日
共
六
全
協
に
あ
ら
わ
れ
た
悪
し
き
政
治
的
利
用
主
義
の
体
質
を
、
わ
れ
わ
れ

は
６
９
年
∴
管
闘
争
の
な
か
に
見
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

・
・
・
抑
圧
民
族

と
し
て
の
立
場
を
徹
底
的
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
自
ら

の
立
場
で
闘
い
抜
く
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
宣
言
し
て
、
あ
る
い
は
訣
別
宣
言

と
し
た
い
。
」
）

島
島
島
Ｂ

こ
ん
な
長
い
文
章
を
引
き
写
し
て
く
る
な
ん
で
、
筆
者
の
シ
メ
キ
リ
３
時
間

前
苦
じ
ま
ぎ
れ
の
策
、
と
い
う
こ
と
も
半
分
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
こ
の
ム
チ

ャ
ク
チ
ャ
な
も
の
い
い
の
中
に
、
７
０
年

「
リ
ブ
」
が
牢
も
う
と
し
た
こ
と
、

ト
ー
ン
を
変
え
、
言
葉
を
変
え
し
な
が
ら

一
貫
し
て
主
張
し
た
こ
と
の
多
く
が

ほ
の
見
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
リ
プ
が
手
ん
だ
こ
と
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
私
は
こ
こ
で
出
さ
れ
て
い
る
幾

つ
か
の
視
点
と
、
試
行
錯
誤
そ
の
も

の
が
、
リ
ブ
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
を
分
け
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
思
う
。
　
↑
」

れ
に
つ
い
て
は
次
回
）
。

ま
だ
、
私
の
中
で
は

「
予
感
」
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
い
が
、
現
在
の
フ

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動

（前
回
い
っ
た
意
味
で
の
運
動
）
が
陥

っ
て
い
る
袋
小
路
は
、

第

一
に
自
分
た
ち
の
世
界
観

（
「
何
の
た
め
に
、
な
に
を
ど
の
よ
う
に
、
解
放

し
て
い
く
の
か
し
を
作
り
出
す
こ
と
を
棚
上
げ
に
す
る
か
あ
る
い
は
放
棄
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
し
た
が

っ
て
第
二
に
、
ト
ー
タ
ル
な
制
度

ｏ
経
済
批
判
、
国

家

（
政
策
）
批
判
を
成
し
得
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
、
非
常
に
部
分
的

・
具

体
的
な
要
求
に
お
し
こ
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、

「
出
会
え
な
い
体

制
」

（
田
中
美
津
）
の
な
か
で

（
他
者
と
）
出
会
い
た
い
、
出
会

っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
志
向
を

（す
く
な
く
と
も
）
運
動
理
論
と
し
て
は
放
棄
し
て
し
ま

っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
と
思
う
。
次
回
こ
れ
を
ま
た
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
気
が
重
い
が
、
こ
こ
ま
で
言

っ
た
ら
や
る
し
か
な

い
よ
う
で

ｏ
・
。

（結
局
、
今
回
で
も
終
わ
ら
な
か

っ
た

ｏ
・
・
、
く
す
ん

・
・
ヽ
ヽ
。
） ハ
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時
折
ヽ
自
分
の

「
生
」
が
何
と
も
不
確
か
な
、
実
感
の
な
い
も

の
に
感
じ
ら
れ
る
。
私
は
果
た
し
て
、
　
”私

“
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
も
、
日
々
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
私
の
行
為
、
こ
れ

ら
が
完
全
に
私
の
意
志
に
従

っ
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
私
の
お

か
れ
た
状
況
や
立
場
が
、
何
よ
り
も
早
く
私
の
行
為
を
決
定
す
る

こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

「
私
は
こ
の
時
に
こ
う
せ
ね
ば
な
ら

な
い
」

「
私
は
こ
の
場
合
に
こ
う
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
」
、

「
私
は
こ
の
時
こ
の
場
合
」
…
…
、
。
所
詮
、
そ
れ
は

一
つ
の
型

を
演
じ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
恐
ら
く
私
で
な
く
と
も
、
だ

れ
で
あ
ろ
う
と
も

「
そ
の
時
そ
の
場
合
」
に
は

「
そ
う
」
す
る
に

違
い
な
い
の
だ
。
た
と
え
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
約
束
さ
れ

た
反
応
を
も
ら
い
、
周
囲
と
の
調
和
を
は
か
り
、
平
穏
や
い
く
ば

く
か
の
幸
福
を
得
ら
れ
よ
う
と
も
、
肝
心
な
も
の
が
見
当
た
ら
な

い
。
ど
こ
に

”私
“
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
、
私
か
ら

”私
“
を
奪
う
も
の
―
―
私
は
そ
れ
が
規
範
や

役
割
期
待
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
言
葉
を
学

ぶ
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
対

象
と
し
て
見
据
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
私
は
ま
さ
に
規
範
や

役
割
期
待
、
そ
れ
ら
こ
そ
を
拒
否
し
た
か

っ
た
。
規
範
や
役
割
期

待
は
、
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
維
持
の
た
め
に
こ
そ
、
我
々
に
課

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
な
に
し
ろ
、
こ
の
社
会
シ
ス．
テ
ム

は
女
性
差
別

（あ
る
い
は
女
性
憎
悪
）
を
内
包
し
た
も
の
な
の
だ
。

だ
か
ら
、
私
は
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
あ
り
た
い
と
思

っ
た
。
状

況
や
立
場
よ
り
も

”私
“
を
優
先
し
て
、
自
ら
の
な
さ
ん
と
す
る

行
為
を
決
定
し
た
か

っ
た
。

し
か
し
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
本
当
に

規
範
や
役
割
期
待
か
ら
の
自
由
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
あ

り
の
ま
ま
」
、
す
な
わ
ち
自
分
の
心
の
赴
く
ま
ま
に
あ
る
と
い
う

こ
と
。
も
し
、
自
分
の
心
の
仲
間
で
規
範
や
役
割
期
待
に
侵
さ
れ

て
い
る
と
し
た
ら
…
…
。

多
少
の
痛
み
を
我
慢
す
れ
ば
、
そ
う
考
察
す
る
こ
と
は
決
し
て

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
男
を
愛
す
る
女
は
、
彼
の
た

め
に
料
理
を
作

っ
て
あ
げ
た
い
、
彼
の
た
め
に
セ
ー
タ
ー
を
編
ん

で
あ
げ
た
い
、
彼
の
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
あ
げ
た
い
、
と
往

々
に
し
て
心
か
ら
思

っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ

に
、

「
女
の
道
」

「
女
ら
し
さ
」
と
い
う
種
類
の
規
範
や
役
割
期

待
な
の
に
。
例
え
ば
、
我
が
子
を
愛
す
る
母
親
は
、
子
供
の
た
め

に
よ
い
教
育
を
受
け
さ
せ
て
あ
げ
た
い

（
そ
の
資
金
繰
り
の
た
め

に
パ
ー
■
に
出
る
こ
と
も
厭
わ
な
い
）
、
子
供
の
た
め
に
い
い
環

境
を
作

っ
て
あ
げ
た
い
、
と
往
々
に
し
て
心
か
ら
思

っ
て
し
ま

っ

た
り
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
、

「
親
心
」

「
母
性
愛
」
と
い

う
種
類
の
規
範
や
役
割
期
待
な
の
に
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
規
範

や
役
割
期
待
に
沿

っ
た
行
動
を
示
す
こ
と
で
し
か
、
心
の
証
を
立

て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
、
我
々
は
規
範
や
役
割

/ζ



期
待
に
沿
う
よ
う
、
心
の
在
り
様
１
１
情
緒
―
―
ま
で
を
方
向
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
男
を
愛
」
し
、

「
我
が
子
を

愛
」
す
る
よ
う
に
、
と
。
ど
こ
に

”私
“
が
い
る
だ
ろ
う
か
。

問
題
は
か
な
り
根
深
い
。
こ
う
し
て
自
分
を
振
り
返

っ
て
い
て

も
、
心
ま
で
侵
さ
れ
て
い
る

〔私
〕
と
、
そ
ん
な
自
分
を
見

つ
め

そ
こ
か
ら
離
脱
し
た
い
と
願
う

”私
“
と
が
い
る
。
そ
れ
は
、
分

離
抽
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
ほ
ど
に
融
合
し
て
い
る
。
Ｇ
・
Ｈ
・

ミ
ー
ド
の
示
唆
し
た

〔Ｍ

ｅ
〕
と

，１
“
に
、
そ
れ
は
似
て
い
る
。

「
他
者
の
役
割
期
待
が
自
我
の

一
部
と
し
て
内
在
化
さ
れ
た

〔Ｍ

ｅ
〕
と
、

「
そ
れ
に
反
応
し
て
時
に
は
同
調
し
時
に
は
拒
否
す
る

主
体
と
し
て
の

，Ｉ
“
」
。
そ
し
て
、

「
人
間
は
他
者
の
役
割
期

待
を
主
体
的
に
解
釈
し
て
受
け
入
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、

人
間
と
そ
の
行
為
は
主
体
性
を
保
持
し
う
る
」
と
い
う
。

し
か
し
、
私
の
問
題
は
、
　
”Ｉ

“
が

〔Ｍ

ｅ
〕
を
見
据
え
る
ほ

ど
に
独
立
で
き
な
い
、
そ
の
最
も
根
源
的
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
る

０
だ
。
そ
れ
は
、
私
が
女
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
に
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
女
で
あ
る
こ
と
の
価
値
と
人
間
で
あ

る
こ
と
の
価
値
と
が
相
反
す
る
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
女

が

〔女
〕
で
あ
る
た
め
の
仮
面
を
脱
ぎ
捨
て
、
な
お
も
頭
を
上
げ
、

保
つ
だ
け
の
自
分
を
持
ち
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

「主
体
」
は
す
で
に

〔女
〕
の
色
に
染
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ゆ
え
に
、

「解
釈
」
は
、

〔女
〕
が

〔女
〕
で
あ
る
こ
と
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
、
何
の
抵
抗
も
あ
り
得
な
い
、
何
の
批
判
も
あ
り
得

な
い
、
定
め
ら
れ
た
通
過
儀
礼
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
自
分
の

心
の
赴
く
ま
ま
に
あ
る
こ
と
、

「あ
り
の
ま
ま
」
で
あ
る
こ
と
は

”私
“
な
全
う
す
る
こ
ど
の
よ
う
に
見．
せ。
力、．
―ナ．
ら．
れ．
た。
行
為
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
誰
か
に
強
制
さ
れ
る
と
い
っ
た
形
で
は
な
く
、
社

会
の
圧
力
に
賃
け
て
と
い
っ
た
形
で
な
く
、

「
自
発
的
に
」

「
主

体
的
に
」
規
範
や
役
割
期
待
を
全
う
す
る
行
為
で
あ
る
。

も
は
や
、

「
あ
り
の
ま
ま
」
と
言

っ
た
聞
こ
え
の
い
い
綺
麗
ご

と
は

一
旦
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
問
題
か
ら
の
逃

避
で
し
か
あ
り
え
な
い
。　
一
旦
、

〔私
〕
を
対
象
化
し

つ
く
す
こ

と
が
必
要
な
の
だ
。
思

っ
て
し
ま
う

〔私
〕
、
行
動
し
て
し
ま
う

〔私
〕
、
そ
れ
を
見

つ
め
、
そ
れ
が
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
い
か
な
る
意
味
を
も

つ
も
の
か
見
据
え
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
今

現
在
生
き
て
い
る
、
こ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
中
で
生
き
て
い
る
存

在
し
て
の

《
私
）
を
提
え
直
す
た
め
に
。
決
し
て
自
ら
を
二
つ
に

引
き
裂
く
よ
う
な
自
虐
の
た
め
で
な
く
、

〔私
〕
と

”私
“
、
そ

の
融
合
と
矛
盾
を
見
切

っ
た
上
で
な
お
も
開
き
直

っ
て
し
ま
え
る
、

こ
こ
に
い
る

《
私
》
の
模
索
の
た
め
に

，

（
殺
島
）
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5月 20日 (月 )、 午前11時30分～正午、東京地裁 713法 廷で、いよいよ第

一回口頭弁論が行われます。

30分という時間も、70人入れるという法廷 も、異例のものだとか。空席が目

立つと、いい加減な扱いを受ける恐れがあります。仕事 も学校 もうっちゃって、

ぜひぜひ傍聴に行って ください。

☆前々号でアカーのことについて掲載 しましたが、通信『 GAY・ RIGHT
S』 を定期購読 ご希望の方は、 3千円をアカーの方へ。その他、関心のある方、

支援活動 したい方 も、アカーにご連絡を。               `
◇アカー o154 中野区本町 4-43-4-201

803-3383-5556

☆また、 6人の異性愛者による、『 なぜ私たちは府中青年の家・ 同性愛者差別

事件裁判闘争を支援するのか』 というパ ンフができま した。 こちらは CHOI
SIRに ご連絡 くださって も入手可能です。

BOOKS

『
私 ら し さ で

塵巨む 、 産 ま な い 』

青木やよひ・ 丸本百合子 共著

蝦農村漁村文化協会

『
女 0ま な ぜ 子 ど も を

産 彗こた貫い の か 一出生率低下

を考える』

「女の人権 と性」実行委員会編

量労働旬報社

◇昨年 10月 に開かれたシンポジウム「 出

生率低下―一 女たちは発言す る」の記録。

パ ン 7レ ッ  ト 紹介

『
フ ィ リ lゴ ン か ら の

葬褻 い JIL』

■990年 11月 3～ 9日 に、フィリ

ピンで行われた第 6回女と健康国際会議

の報告集。

◇問い合わせは、「女と健康」連絡会。

東京都新宿区荒木町 23 中沢 ビル 3F
「 ジョキ」内 阻止連 気付

803-3353-4474

マヽ



鰈
醗
『
芦
熱
刹
機
魏

今
、
社
会
で
は
鴨
生
事
の
任

下
が
取
り
き
た
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
社
会
的
背
景
と
は
別
に
も

う
と
根
本
的
な
原
因
を
皆
さ
ん

は
お
感
じ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
、
　

，
不
妊
″
で
す
．

私
自
身
、
結
婚
以
来
四
年
間

は

，子
供
を
替
つ
た
い
ｏ
と
い

う
願
望
が
澤
た
さ
れ
ず
、
大
学

洒
院
の
不
妊
外
来
で
治
療
を
震

け
て
き
ま
し
た
．
そ
の
検
査
の

ほ
と
ん
と
は
保
険
が
き
く
と
は

い
え
、
申
に
は
た
い
へ
ん
高
頭

な
も
の
も
あ
り
に、
ま
た
覇
神

的
、
肉
体
的
苦
痛
を
伴

っ
た
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
夫

婦
単
位
で
の
気
の
置
く
な
る
よ

う
な
、
横
査
、
治
療
、
食
生
活

の
改
善
、
通
院
の
険
に
は
、
社

会
人
と
し
て
の
勤
務
と
両
立
さ

せ
る
善
労
も
あ
り
ま
し
た
。
好

結
果
が
い
つ
出
る
と
も
う
か
ら

な
い
エ
ン
ド
レ
ス
に
見
え
る
レ

ー
ル
の
前
に
、
撞
折
、
断
念
し

た
夫
婦
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
Ｇ

副
作
用
の
つ
ら
さ
か
ら
通
院

を
あ
さ
り
め
た
私
は
、
幸
い
し

ば
ら
く
し
て
奇
跡
的
に
第
一
子

一
を
妊
筆
、
第
二
子
は
再
び
毎
日

一
ホ
ル
モ
ン
発
を
注
射
し
て
や
っ

と
長
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

塁
回
し
て
み
ま
す
と
、
友
人

た
ち
の
中
に
不
妊
で
僣
ん
で
い

る
カ
ッ
プ
ル
の
多
い
の
に
露
か

さ
れ
ま
す
．
流
産
す
る
だ
け
で

う
ら
や
ま
し
い
と
思

っ
た
と
い

う
声
も
其
集
ど
と
思
い
ま
す
．

今
後
、
ま
す
ま
す
学
歴
社
会

に
拍
車
が
か
か
り
、
子
撲
の
塾

壺
い
は
低
年
齢
化
し
食
生
活
は

簡
素
化
し
、
確
か
に
肩
書
の
上

て
な
り
ま
せ
ん
．

今
、
子
供
を
持
ち
た
く
と
も

不
妊
で
僣
ん
で
い
る
人
々
の
多

さ
を
社
会
は
忘
れ
が
ち
で
す
．

命
を
は
ぐ
く
む
よ
う
望
む
す
べ

て
の
人
々
が
子
供
を
持
て
る
よ

う
に
、
医
療
、
夏
境
施
設
が
身

近
に
増
え
る
こ
と
を
切
に
望
み

ま
す
。

（
神
奈

剌
一
一
一
一
¨

歳
）

則
訓
辮
琲
貶

こ
の
投
書
は
、
と
て
も
悲
し
い
。
自
ら
の
体
験
を
も

っ
て
い
る

こ
の
人
と
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
遠
く
引
き
裂
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
性
と
生
殖
に
関
し
て
女
性
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、

あ
ま
り
に
荒
涼
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
出
生
率
め
低
下
の
原
因
に
は
、
社
会
的
背
景
と
は
別
に

”不
妊
“
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
Ｏ
Ａ
機
器
か
ら
出
る

磁
波
や
、
ス
ト
レ
ス
」
が
、
働
く
女
性
の
多
く
を

，不
妊
“
に
し

て
し
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。
他
に
も
食
品
添
加
物
、
大
気
や
水
の

汚
染
な
ど
も

，不
妊
“
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

こ
の
人
は
女
性
が
働
く
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

自
身
も
薬
剤
師
と
い
う
職
業
を
も

っ
て
い
る
。
否
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
働
く
こ
と
が

「
体
の
中
か
ら
自
然
を
く
み

あ
げ
、
は
ぐ
く
ん
で
ゆ
く
根
本
的
な
力
を
忘
れ
去

っ
て
ゆ
く
」
こ

と
に
つ
な
が
り

つ
つ
ぁ
る
、
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
も
確

か
に
そ
う
だ
ろ
う
。
労
働
の
価
値
が
絶
対
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

私
た
ち
は

「
自
然
」
を
忘
れ
失

っ
て
い
く
。
男
性
優
位
社
会
が
構

築
し
て
き
た
労
働
至
上
主
義
や
効
率
至
上
主
義
の
中

へ
と
、
自
ら

の
人
間
と
し
て
の
存
在
価
値
を
認
め

・
認
め
ら
れ
る
た
め
に
女
た

ち
が
参
入
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
良
い
結
保
を
も
た
ら
す
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
？

　

「
自
然
」
を
は
ぐ
く
む
力
が
人
間
に
備
わ

っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
人
間
自
身
が

「
自
然
」
の

一
部
で
あ
り
、

人
間
が
か
ら
だ
の
中
に

「
自
然
」
を
も

っ
て
い
る
と
考
え
る
の
な

ら
ば
、

「不
妊
治
療
」
は
そ
れ
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

%駕,相
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子
ど
も
を
産
む
機
能
が
何
ら
か
の
医
学
的
理
由
で
機
能
し
な
い

女
性
が

「
不
妊
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
は

「
不
能
者
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
と
同
じ
意
味
を
も

っ
て
い
る
。

「
機
能
し
な
い
」
と
い
う
言

い
方
は
マ
イ
ナ
ス

・
イ
メ
ー
ジ
の
表
現
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
そ
の

女
性
に
と

っ
て
は

「
自
然
」
な
の
で
は
な
い
か
？
　

「
不
妊
治
療
」

は
そ
れ
を
無
理
矢
理
に
破
壊
す
る
子
と
で
は
な
い
の
か
？

「
子
ど
も
を
持
ち
た
い
」
と
い
う
願
望
を
否
定
す
る
つ
も
り
は

な
い
。
そ
う
思

っ
て
い
る
の
に
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の

女
性
に
と

っ
て
辛
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
子
ど
も
が

「
自
分

の
腹
を
痛
め
た
子
」
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
る

（
＝

思
わ
さ
れ
て
い
る
）
女
性
が
、
高
い
金
、
精
神
的

・
肉
体
的
苦
痛
、．

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
検
査
や
食
生
活
の
改
善
、
勤
務
と
の
両
立
、

副
作
用
…
と
、
こ
の
女
性
が
書
い
て
い
る
よ
う
な
代
償
を
払

っ
て
、

そ
れ
で
も
な
お
、

「
で
き
な
い
」
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
自
分
の

か
ら
だ
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
た
女
性
が
、
今
度

は

「
代
理
母
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
高
い

金
と
、
夫
の
精
子
を
か
ら
だ
に
宿
し
て
い
る
女
性
が
い
る
こ
と
に

対
す
る
精
神
的
苦
痛
と
、
経
済
的
報
酬
が
目
的
で
か
ら
だ
を
売
り

渡
さ
ざ
る
を
得
な
い
女
性
を

「
利
用
＝
侵
略
」
す
る
と
い
う
、
莫

大
な
犠
牲
を
払

っ
て
。

「
子
ど
も
を
持
ち
た
く
て
も
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
女
性
た
ち
の

存
在
を
、
社
会
は
忘
れ
が
ち
だ
」
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち

の
存
在
を
意
識
す
る
と
き
に
問
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
女
性
た
ち
を

”不
妊
“
と
い
う
白
い
日
で
み
る
こ
と
で
な
く
、
子
ど
も
が
い
な

い
人
た
ち
を
責
め
な
い
社
会
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
。

「
命
を
は
ぐ

ぐ
む
よ
う
望
む
す
べ
て
の
人
々
」
が
、
子
ど
も
が
い
な
い
が
た
め

に
人
間
と
し
て
欠
陥
が
あ
る
か
の
よ
う
に
責
め
ら
れ
た
結
果
、
さ

ま
ざ
ま
な
犠
牲
を
払

っ
て
ま
で
、
自
分
の
血
を
引
く

「
子
供
を
も

て
る
よ
う
」
に
な
る
必
要
は
な
い
。

「
産
む

・
産
ま
な
い
は
女
性
の
権
利
」
だ
と
主
張
し
て
き
た
こ

と
に
対
し
て
、
生
殖
技
術
は

「
産
め
な
い
女
性
」
の
自
己
決
定
権

・

選
択
権
の
幅
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
も
て
な
い
女

へ
の
社
会
的
圧
力
に
よ

っ

て
、
女
ｔ
ち
が
生
殖
技
術
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

へ
と
追
い

こ
ま
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
、

「
自
己
決
定
」
と
は
呼
べ
な
い
。

技
術
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
女
た
ち
は

「
せ

っ
か
く
あ
る

も
の
を
使
わ
な
い
の
か
」
と
責
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
追
い
こ
ま
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
子
ど
も
を
生
め
な
い
こ
と
」
が

お
か
し
い
の
か
、

「
子
ど
も
を
生
め
な
い
こ
と
を
責
め
る
こ
と
」

が
お
か
し
い
の
か
。
変
え
る
べ
き
な
の
は
後
者
で
あ

っ
て
、
前
者

で
は
な
い
。

医
療
が
、
男
性
優
位
社
会
の
中
で
女
性
の
か
ら
だ
を
ど
れ
だ
け

実
験
材
料
と
し
て
利
用
し
て
き
た
か

（
そ
し
て
、
現
に
ま
す
ま
す
）

は
、

「
不
妊
治
療
」
に
通

っ
た
そ
の
人
が
い
ち
ば
ん
良
く
わ
か

っ

て
い
る
は
ず
な
の
に
。
男
性
が
女
性
に
か
な
わ
な
い
の
は
、
も
は

や
出
産
だ
け
で
、
そ
れ
も
生
殖
技
術
の
発
達
の
お
陰
で
、
あ
と
は

人
工
子
宮
さ
え
あ
れ
ば
、
完
全
に
男
性
の
手
中
に
収
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
に
ま
で
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
確
実
に
、

「す
べ

て
が
男
性
優
位
社
会
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
日
」
に
近
づ
い
て
い

る
の
だ
。
人
王
子
宮
を
つ
く
る
実
験
は
と
っ
く
に
始
ま
っ
て
い
る
。



そ
れ
が

「
自
然
」
な
の
か
？
　
か
ら
だ
の
中
の
自
然
を
く
み
あ

げ
、
は
ぐ
く
ん
で
い
く
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
　
間
違

っ
て
は
な
ら
な
い
。
現
代
社
会
が
も
た
ら
し
た

「
両
性
の
自
立
に

向
け
て
活
用
で
き
る
自
在
さ
」
を
捨
て
去
る
形
で
な
く
、
経
済
の

縮
小
と

「
自
然
」
と
の
向
き
合
い
方
を
両
立
す
る
術
を
、
私
た
ち

は
き
ち
ん
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

自
然
淘
汰
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
を
人
工
的
に
管
理
す
る
こ
と
に

対
す
る
反
発
は
母
性
賛
美

へ
と

つ
な
が
り
や
す
く
、
そ
れ
は
近
代

家
族
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が

「
産
め
な
い
女
性
」
を
抑
圧
し
て
き
た
そ

の
ま
ま
を
肯
定
す
る
声
に
と

っ
て
か
わ
り
や
す
い
。
現
に
、

「
生

殖
技
術
は
ダ
メ
だ
と
言
う
の
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
避
妊
は
認
め

る
の
か
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

望
ま
な
い
妊
娠
や
出
産
が
女
の
人
生
や
健
康
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
個
人
の
健
康

（メ
ン
タ
ル
面
も

フ
イ
ジ
カ
ル
面
も
）
を
守
る
た
め
に

「
産
ま
な
い
技
術
」
は
必
要

だ
。
け
れ
ど
、

「
不
妊
」
は
、
子
ど
も
が
い
な
い
女
を
不
幸
だ
と

し
て
追
い
詰
め
る
価
値
観
が
問
題
な
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
解
決

さ
れ
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
的
要
因
の
た
め
に
健
康
を
損
な

っ
た

結
果
が

「
不
妊
」
で
あ
る
と
す
る
こ
の
投
稿
者
は
、
そ
れ
を

「
治

療
す
る
た
め
の
技
術
」
が
必
要
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
必
要
な
の

は
、
女
性
を

「
不
妊
」
に
追
い
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
見
極

め
、
け
れ
ど
前
近
代
主
義
に
陥
ら
な
い
形
の
解
決
法
を
さ
ぐ
る
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
治
療
技
術
」
だ
け
が
確
立
さ
れ
て
い

く
の
は
、
恐
ろ
し
い
。
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の
だ
と
思
う
。
他
人
か
ら
見
れ
ば
ど
う
っ
て
こ
と
も
な
い
こ
と
に
、
く
よ
く
よ

悩
む
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
私
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
同
じ
よ
う
に
、
そ

れ
ほ
ど
大
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
が
、
そ
れ
ら
は
私
に
非
常
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
た
。

第

一
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
太
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
．
い
わ
ゆ
る

「

ポ
ッ
チ
ャ
リ
」
と

「
デ
プ
」
の
間
く
ら
い
だ
っ
た
。
だ
か
ら
余
計
に
負
担
を
感

じ
ぎ
る
を
え
な
か

っ
た
の
だ
と
思
う
。
洋
服
を
買
い
に
行
く
と
、
必
ず
母
に
言

わ
れ
た
言
葉
が
あ
っ
た
．

「
も
う
ち
ょ
っ
と
や
せ
れ
ば
、
着
る
服
が
い
っ
ば
い
あ
る
の
に
ね
」

普
通
サ
イ
ズ
で
は
き

つ
く
、
Ｌ
Ｌ
コ
ー
サ
ー
に
行
く
と
今
度
は
ぶ
か
ぶ
か
で
、

着
れ
な
か
っ
た
の
だ
．
　

い
き
お
い
、
着
る
も
の
に
関
心
を
持
た
な
く
な
っ
た
。

小
学
校
の
と
き
は
、
そ
れ
て
も
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
中
学
に
あ
が

っ
て
制
服
着
用
に
な
る
と
、
体
格
の
違
い
を
感
じ
ぎ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
学
級
委
員
を
し
た
り
し
た
し
、
成
績
も
悪
く
な
く
、
友
達
も
い
た
の
で
、

や
だ
な
あ
と
い
う
感
覚
を
持

っ
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

大
き
く
私
を
圧
迫
し
だ
し
た
の
は
、
大
学
生
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
．
ま
ず
、

女
の
子
た
ち
が
い
き
な
り
と
っ
て
も
お
し
ゃ
れ
て
、
可
愛
か
っ
た
。
そ
し
て
、

も
っ
と
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
男
の
子
で
あ
っ
た
。
サ
‥
ク
ル
勧
誘
の
と
き
や

そ
の
他
、
軽
く
て
、
や
た
ら
優
し
か
っ
た
．
そ
の
真
意
が
み
え
た
の
で
、
気
持

ち
悪
か
っ
た
け
ど
、
声
を
か
け
ら
れ
る
と
自
分
も

「
可
愛
い
娘
」
と
認
定
さ
れ

た
み
た
い
で
不
思
議
に
嬉
し
か
っ
た
。

結
局
、
私
は
社
会
科
学
系
の
サ
‥
ク
ル
を
選
ん
だ
。
男
と
対
等
に
活
動
す
る

の
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
る
ん
な
こ
と
を
し
た
．
女
性
蔑
視
が
あ
っ
た
の

は
言
わ
ず
も
が
な
な
の
で
、
触
れ
な
い
。
が
、
と
て
も
気
に
な
っ
た

「
事
件
」

とリヒめっなぃセ●メ狡。託 レ。1

が
起
こ
っ
た
。

大
学
二
年
の
春
、
某
週
刊
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
と
き
の
こ
と
で
あ

る
。
何
故
こ
の
問
題
を
お
か
し
い
と
思
っ
た
の
か
、
何
故
行
動
を
起
こ
し
た
の

か
を
真
面
目
に
答
え
た
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
，

「
あ
な
た
は
、
自
分
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
か
ら
、
運
動
の
方
に
行

っ
た

の
で
は
な
い
か
」

カ
チ
ン
と
き
た
。
こ
ん
な
に

一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
失
礼
だ
と
思

っ
た
。

が
、
き
ち
ん
と
抗
議
で
き
な
か
っ
た
。
私
の
性
格
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
か
っ

た
が
、
違
う
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
だ
け
で
、
い
か
に
ひ
ど
い
物
言
い
で
あ

る
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
．

運
動
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
安
易
に
結
び

つ
け
る
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
お

か
し
い
。
け
れ
ど
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も

す
ご
く
強
回
だ
っ
た
。
容
姿
で
人
を
判
断
す
る
の
は
お
か
し
い
と
わ
か
っ
て
い

な
が
ら
も
、
可
愛
く
な
り
た
い
、
そ
う
し
て
ま
わ
り
の
人
に
も
て
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
抜
き
が
た
く
あ
っ
た
。
彼
の
一
言
は
私
の‘風
望
を
見
事
に
挫
い
た
。

理
は
可
愛
く
な
い
と
菅
一言
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
の
だ
．

も
う

一
つ
、
抗
議
し
き
れ
な
い
理
由
に
、
自
分
が
容
姿
以
外
の
面
で
、
男
に

認
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
至

っ
て
い
な
い
と
い
う
弱
み
が
あ
っ
た
。
も
し
、
私
が
知

識
が
い
っ
ば
い
あ
っ
て
、
論
理
的
な
ら
ば
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
だ
ろ
う
。
　
↑
」
の
事
件
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
カ
チ
ン
と
く
る
言
動
を
無

視
し
た
り
、
抗
議
し
て
相
手
を
ギ
ャ
フ
ン
と
い
わ
せ
た
り
で
き
た
だ
ろ
う
）
私

が
論
理
的
で
な
い
た
め
に
、
抗
議
に
説
得
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
０
だ
と

口
心
う
．

大
学
時
代
、
ス
ト
レ
ス
そ
の
他
で
、
私
は

一
五
キ
ロ
や
せ
た
。
急
激
な
疲
せ

方
だ
っ
た
の
で
、
健
康
状
態
は
必
ず
し
も
よ
く
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
何
故
だ

か
胸
を
張
っ
て
街
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
ん
な
に
嫁
い
だ
っ
た
鏡
を
見
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By.AKANE
る
の
も
平
気
に
な
っ
た
．
お
か
し
な
こ
と
だ
が
、
や
っ
と
発
言
権
を
え
ら
れ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
魅
力
の
あ
る
人
が
必
ず
し
も
ス
タ
イ
ル
が
い
い
と
は
限
ら

な
い
と
知

っ
た
の
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
、
素
敵
な
年
配
の
女
性
に
数
多
く
出

会
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
本
当
に
最
近
ま
で
隠
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は
、
外
見
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
裸
に
も
全
く
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
．
こ
の
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
は
、
容
姿
以
上
に
重
く
私
に
つ
き
ま
と
っ
た
。
体
格
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
そ

の
他
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
、　
一
度
崩
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
な
お

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ど
う
い
う
き
っ
か
け
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
。
気
が
付
い
た
時
に
は
も
う

す
で
に
、
オ
ナ
ニ
ー
を
し
て
い
た
。
い
っ
、
ど
こ
で
と
い
う
記
憶
は
断
片
的
に

あ
る
。
小
さ
い
こ
ろ
は
あ
け
っ
び
ろ
げ
に
し
て
い
た
．
小
学
校

一
年
の
と
き
に

友
達
と
教
室
で
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
．
た
だ
、
気
持
が
よ
か
っ
た
か
ら
し
て

い
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
母
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お
こ
ら
れ
た
。
自
然
、
隠
れ
て

や
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
て
も
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。
母
は
私
が
風
呂
か
ら

裸
で
出
て
く
る
の
を
見
つ
け
る
と
、

「
ま
た
、
い
じ
っ
た
で
し
ょ
」
と
言
っ
た
．

お
尻
に
お
で
き
が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
．
オ
ナ
ニ
ー
は
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
が
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
自
分
の
体
を

恥
じ
る
ば
か
り
だ
が
、
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
．

身
体
検
査
の
と
き
、
修
学
旅
行
の
風
呂
場
等
々
、
女
の
子
の
前
で
も
す
ご
く

恥
ず
か
し
か
っ
た
．
裸
に
な
っ
た
と
き
ば
れ
や
し
な
い
か
と
ド
キ
ド
キ
も
の
だ

っ
た
．

「
そ
ん
な
い
や
ら
し
い
こ
と

・
・
ｏ
」
と
話
す
友
人
の
横
で
、
恥
ず
か

し
い
思
い
を
抱
え
た
。
自
分
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た

オ
ナ
ニ
ー
は
い
や
ら
し
く
て
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
が
、
セ
ツ
ク
ス

（

そ
れ
は
彼
と
幸
せ
に
な
る
行
為
の
一
つ
と
し
て
肯
定
で
き
た
。
気
に
な
っ
た
の

は
、
処
女
で
あ
り
彼
も
い
な
い
私
が
、
エ
ツ
チ
な
行
為
を
し
、
考
え
る
こ
と
で

あ
っ
た
．
今
か
ら
考
え
る
と
不
自
然
だ
が
、
彼
氏
が
で
き
れ
ば
や
め
ら
れ
る
と

思

っ
て
い
た
．

最
初
に
で
き
た
彼
は
、
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
自
然
だ
と
言

っ
て
く
れ
は

し
た
が
、
や
っ
ば
り
裸
を
み
て

「
じ
ぶ
ん
で
や
る
だ
ろ
う
」
と
言

っ
た
．
セ
ッ

ク
ス
し
て
。い
る
と
き
は
そ
れ
な
り
に
楽
し
か
っ
た
が
、
裸
に
な
る
の
は
と
で
も

恥
ず
か
し
か
っ
た
。

恥
ず
か
し
さ
が
な
く
な
り
始
め
た
の
は
、
本
を
読
み
、
友
人
と
話
を
し
て
、

自
分
だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
か
ら
で
あ
る
．
さ
ら
に
次

に
で
き
た
恋
人
が
、
最
初
に
ホ
メ
て
く
れ
た
の
も

一
国
で
あ
る
。
性
欲
を
感
じ

る
の
は
男
も
女
も
同
じ
。
彼
が
い
る
か
、
結
婚
し
て
い
る
か
、
処
女
か
そ
う
で

な
い
か
は
関
係
な
い
．
ま
た
オ
サ
ニ
‥
も
れ
っ
き
と
し
た
セ
ッ
ク
ス
で
あ
る
．

な
ん
ら
恥
じ
る
べ
き
こ
と
は
な
い
。

私
が
提
わ
れ
て
い
た
二
つ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
実
は
社
会
の
女
に
対
す

る
価
値
基
準
に
逸
脱
す
る
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
心
か
ら
起
こ
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
美
し
き
、
可
愛
ら
し
き
、
清
潔
さ
、
処
女
性
が
女
の
す
べ
て

で
は
決
し
て
な
い
し
、
欠
け
て
い
た
か
ら
魅
力
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、

自
分
に
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
私
は
、
そ
う
い
う
外
見
的
な
分
野
や
料
理
や
裁

縫
と
い
っ
た

「
女
固
有
の
」
分
野
で
勝
負
す
る
し
か
な
か
っ
た
．
い
や
、
も
っ

と
い
う
な
ら
ば
、
ま
わ
り
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と

を
肯
定
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
魅
力
あ
る
女
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の
価
値
観
を

つ
く
っ

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
社
会

一
般
の
通
念
に
提
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
で

考
え
、
行
動
し
よ
う
と
思
う
。
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
自
分
の
た
め
に
。



薇
日
も
な
い
ほ
ど

正
し
く
て
‥

私
は
自
分
の

入
る
場
所
を

見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
わ

今
は

こ
う
■
う
生
活
が

楽
し
い
ん
だ
ろ
う
け
ど

あ
と
に
な
っ
て

撮
り
こ
つ
て
み
れ
ば

き
っ
と
時
目
を

無
駄
に
■
し
た
と

思
う
よ
う
に
な
る
さ

い
つ
も

正
し
い
こ
と
を

言

っ
て
く
れ
る
の
ね

当
り
薔
の
こ
と
を

言
う
だ
け
さ

ら
な
た
は
い
つ
も

正
し
い
わ
ね
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